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議 だ会 よ り
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議会だより
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キラキラ  Voice
一 般 質 問
予算審査特別委員会
施 政 方 針

〉
〉
〉
〉町の重点施策
2〈30年度予算〉議会はここに注目

議員が徹底審査
町政を問う９人の提言
輝くみなさんの声

3月会議号
2018.5.15
No.193

議

『おべんとう給食スタート』
町内３幼稚園で、４月からおべんとうと
おつゆの給食が始まりました。
（写真は南幼稚園にて）

『おべんとう給食スタート』
町内３幼稚園で、４月からおべんとうと
おつゆの給食が始まりました。
（写真は南幼稚園にて）
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議 だ会 よ り
(2)

平成30年

３月会議

一般
会計

歳
　
入

71億3256万円
町税　　　　１４億６５０３万円
地方交付税　２８億５０２５万円
※財調取り崩し　２億５９００万円

30
年
度
予
算

　

３
月
会
議
は
、
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
改
正
な
ど
19
件
、
指

定
管
理
者
の
指
定
２
件
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
11
件
、
平
成

30
年
度
予
算
９
件
の
審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
12
項
目
の
質
問
を
行
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
見
通
し
や
、
新
教
育
長
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
予
算
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
の
進
捗
管
理
の
徹
底
、
予
算
の
適
切

な
執
行
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

子育て・教育

幼稚園給食配食事業　　　　１２４５万円

イングリッシュ・キャンプ事業　　　　３００万円

幼稚園でおべんとう給食の配食を行う。

町内の中学生を対象に、少人数でのグループワークを通して、
特に「聞く・話す」能力の向上を目指し、英語で課題を考える力を育む。

※財政調整基金…財源の過不足を調整し、健全な財政運営を行う積立金。
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誇れるまちづくりに
が柱

一般
会計

少子化対策
人口減少社会への適応

定住人口の獲得

30
年
度
予
算

協働・定住

健康・福祉

わくや新生活応援補助事業　１０００万円

健康づくり推進事業　　　３９５万円

道路新設改良事業　１億１６４５万円

ブランド米創出事業　　　３８０万円

安心・安全

産業の振興

道路施設の点検や舗装の打替などを行う。
（箟岳山線実施設計、大谷地線改良工事など）

金のいぶき導入のための生産体制の確立及び
涌谷ブランドの定着を目指し販路拡大を図る。

移住定住を促進し人口減少の抑制を図る。
・転入者の住宅取得・賃貸住宅入居に係る費用の
　一部を補助する。子育て世帯加算あり。
・結婚に伴う住宅購入や引っ越し費用の一部を補助
　する。

健康推進員の育成、生活習慣病予防対策。

※議会だよりわくやに掲載している事業費については、万円未満を切り捨てて掲載しています。
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施

政

方

針

平成30年度　施　政　方　針

企業誘致は
町長自らのトップセールスと
職員の積極的な誘致活動の
　　　　　　　２段戦略で

一般会計の主な施策・事業
１　子どもの成長支えるまちづくり

４　安全で快適な環境のまちづくり

５　協働による自立したまちづくり
３　交流が豊かさを育むまちづくり

２　健康長寿に向けたまちづくり

●伝統芸能の継承やふるさと交流事業の充実。
→総合的な学習の支援事業　　
　　　　　　　　　　　９１万円（継続）
●児童生徒の不登校対策・心のケア・早期
学校復帰支援・学習支援など。
→わくや子どもの心のケアハウス運営事業　
　　　　　　　　　　 ７１８万円（新規）
●川崎市ふれあいサマーキャンプの受け入れ。
→青少年地域間交流事業　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 　２万円（新規）

●温室効果ガス抑制対策計画を策定。
→地球温暖化対策実行計画策定事業
　　　　　　　　　　９９８万円（新規）
● LED 防犯灯の整備を進める。
→防犯灯設置事業
　　　　　　　　　　４００万円（継続）
●町営淡島住宅の一部解体工事。
　　　　　　　　　　　２００万円（新規）
●住民参加型総合防災訓練。

●集落組織で行う共同活動を支援。
→多面的機能支払交付金交付事業　
　　　　　　　　　　８３３２万円（継続）
●金の歴史の出発地「日本遺産」登録を目指す。
→文化財活用普及事業
　　　　　　　　　　　１９１万円（新規）
●鹿飼沼地区 7 遺跡埋蔵文化財調査。
→埋蔵文化財調査事業　
　　　　　　　　　　　２４３万円（新規）
● 2020 年伊達安芸宗重公没後 350 年祭
の後押し。

●町民が主体的に活動できる「町づくり」
の推進。
→元気わくや創生補助事業
　　　　　　　　　　　４０万円（新規）
→自治会活動支援事業
　　　　　　　　　　１９９万円（継続）
→地域づくり活性化事業（地域世代間交流事業）
　　　　　　　　　　　２５万円（継続）
→地域づくり活性化事業（集会所等整備事業）
　　　　　　　　　　１００万円（継続）

●ほ場整備の推進。
（出来川左岸上流、下流、名鰭、鹿飼沼地区）
→ほ場整備事業
　　　　　　　　　　７９３１万円（継続）
●農地利用最適化・集約化の推進。
→農地集積・集約化対策事業　
　　　　　　　　　　１５００万円（継続）

●大崎市民病院・石巻赤十字病院救命救急
センターと夜間急患センターの運営に参画。
→地域医療対策事業
　　　　　　　　　　３７０８万円（継続）
●障がいの種別を問わない総合的な相談支援。
→基幹相談支援センター事業
　　　　　　　　　　　７３０万円（新規）
●地域包括ケアシステムの構築推進。

施政方針を述べる大橋町長
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施

政

方

針
特別会計運営方針ピックアップ

国民健康保険事業勘定特別会計

介護保険事業勘定特別会計

新たな病院事業管理者に大友和夫氏が就任

町民医療福祉センター　平成３０年度重点施策

水道事業会計

下水道事業会計

生活習慣病の重症化予防（動脈硬化対策）。
→保健衛生普及事業
　　　　 　　　 　　４１０ 万円（継続）
特定健診の受診率向上と、生活習慣病の
早期発見・早期治療。
→特定健康診査事業
　　　　　　　　　２５０６万円（継続）

地域の支え合い体制づくりを推進する
（要支援者等を支援）。
→介護予防・生活支援サービス事業
　　　　　　　　 　２５０４万円（継続）
かるがーるプラザ・あすこす元気塾・
　　　　　　　　　　脳力アップ倶楽部　
→一般介護予防事業
　　 　　　　　　　　５０８万円（継続）
軽度認知機能障害の早期発見（認知症や
生活習慣病の重症化を防止）。
→認知症リスク調査事業
　　　　　　　　　　８７９万円（継続）
※高齢者にバランスの摂れた食事を提供
する。
→配食サービス業務委託事業
　　　　　　　　　　３２０万円（継続）

　青沼孝徳前病院事業管理者の後任として、大友和夫氏が
町民医療福祉センターの病院事業管理者に就任しました。
　任期は平成 30 年４月１日から４年間です。

追戸中継ポンプ場更新工事。
→基幹施設耐震化事業
      　　　　１億３０００万円（新規）　
老朽管及び設備等の更新。
　（中野一・桜町裏・岸ヶ森西地内）
→老朽管更新事業
　　　　　　　　　５０８０万円（継続）

下水道事業（公共・農業集落）会計
地方公営企業法の一部適用。

下水道未普及箇所に、汚水管渠敷設と公
共桝を設置（新規接続の促進）。
→公共下水道（汚水）　未普及解消事業
　　　　　　　　　　５００万円（継続）

排水路整備（アルプス電気涌谷工場北側
から JR 石巻線上築街道踏切下流部に向
けて）。
→公共下水道（雨水）　雨水排水施設整備事業
　　　　　　　　　４２０４万円（継続）

病院事業管理者　大友和夫氏

１　第２次わくや健康ステップ21計画の推進

２　健康づくりを支える地区組織活動の強化

３　障がい者地域生活支援拠点（結いの郷わ

くや）事業の推進

４　地域支援事業の推進

５　子育て支援事業の推進

６　新涌谷町町民医療福祉センター国民健康

病院改革プランの推進

７　在宅復帰・在宅療養支援機能の強化

８　利用者の生活に寄り添う、丁寧で暖かい

ケアを提供

９　医療福祉センター30周年記念事業の実施

※様々な理由により、十分な食事を準備することができない方が対象。
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施
政
方
針
の
中
で
、

財
政
が
厳
し
い
と

あ
っ
た
が
、
前
町
民
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
長
の
社
宅
を
貸

家
に
し
た
り
、
売
却
す
る
な

ど
の
考
え
は
。

母
屋
の
部
分
は
病
院

事
業
会
計
の
財
産
で

あ
り
、
一
般
会
計
に
は
該
当

し
な
い
。
今
後
、
医
師
住
宅

は
有
効
に
活
用
す
る
。

黄
金
山
工
業
団
地
の

売
り
払
い
収
入
と
し

て
、
５
０
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
目
当
て
は
あ

る
の
か
。早

期
完
売
に
向
け
努

力
し
て
い
く
。

県
内
で
も
下
位
の
状

況
に
あ
る
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
の
現
在
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
教
諭
や
介

護
職
な
ど
の
正
職
員
と
嘱
託

職
員
の
処
遇
較
差
に
つ
い
て
、

改
善
の
状
況
は
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
平
成
29
年
度
で
県

平
均
を
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
る
。

  
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

※
平
成
32
年
度
に
雇
用
体
系

の
改
善
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。

長
期
間
に
わ
た
り
町

に
勤
務
し
て
い
る
臨

時
職
員
に
つ
い
て
、
処
遇
改

善
に
向
け
た
対
策
を
。

臨
時
職
員
を
雇
用
す

る
際
に
は
、
各
課
か

ら
次
年
度
の
雇
用
計
画
を
出

す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
実
態
を
よ
く
把
握

し
、
対
策
を
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
灯
設
置
計
画
は
。

今
後
の
計
画
は
、
涌

谷
橋
ま
で
と
、
ゆ
う

ら
い
ふ
前
の
道
路
の
照
明
の

増
設
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

町
長
交
際
費
を
３
０

０
万
円
に
す
る
規
定

は
あ
る
の
か
。
透
明
性
の
観

点
か
ら
町
長
自
ら
公
開
す
べ

き
で
は
。支

出
の
基
準
は
定
め

て
い
る
。
使
途
、
目

的
の
公
表
は
当
然
と
考
え
る
。

予

算

審

査

予算審査
特別委員会

　予算審査特別委員会を設置し、平成３０年度各事
業会計の当初予算を審査しました。
　主な質疑と答弁をお知らせします。予算審査特別委員会　門田　善則　委員長

一
般
会
計

歳
　
入

歳
　
出

竹
中
　
弘
光
　
委
員

久
　
　
　
勉
　
委
員

只
野
　
順
　
委
員

佐
々
木
み
さ
子
委
員

只
野
　
順
　
委
員

総
務
課

佐
々
木
敏
雄
　
委
員

セ
ン
タ
ー
長
医
師
住
宅

有
効
活
用
で
歳
入
確
保
を

職
員
の
処
遇
改
善

　
　
　

取
り
組
み
状
況
は

臨
時
職
員
の
処
遇
改
善

防
犯
灯
設
置

　
　
　
　

今
後
の
考
え
は

町
長
交
際
費

　
　
　
　

使
途
の
公
開
を

工
業
団
地
造
成
地
は

　
　
　

完
売
で
き
る
の
か

答

答

答答

答

答 問

問

問問

問

問

ゆうらいふ前　夜は真っ暗で足下がキケン

※地方公共団体が雇う臨時職員に対する任用制度。平成32年４月開始。
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予

算

審

査

特
定
不
妊
治
療
助
成

金
事
業
に
つ
い
て
、

人
数
の
見
込
み
と
対
象
は
。

こ
の
事
業
は
、
県
の

助
成
を
受
け
て
い
る

方
に
、
町
か
ら
上
乗
せ
し
て

助
成
す
る
も
の
で
、
平
成
30

年
度
は
５
人
（
１
人
あ
た
り

年
２
回
、
計
10
件
）
と
見
込

ん
で
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
状
況
と
、

隊
員
の
定
住
に
向
け
た
対
策

は
。

 

平
成
30
年
度
は
主

に
、
涌
谷
町
の
①
食

を
つ
な
ぐ
・
伝
え
る
ツ
ア
ー

の
企
画
②
食
の
流
通
事
業
の

法
人
化
③
既
存
施
設
や
観
光

名
所
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
の
３
つ
の
活
動
を
予

定
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、

定
住
を
望
ん
で
い
る
。

中
学
生
海
外
研
修
の

代
わ
り
に
、
新
規
で

行
う
事
業
で
あ
る
が
、
対
象

学
年
、
実
施
時
期
、
内
容
は
。

対
象
学
年
は
主
に
３

年
生
の
20
人
程
度

で
、
８
月
に
３
泊
４
日
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
共
に
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
聞
く
・

話
す
」
能
力
の
向
上
を
目
指

す
。

英
語
力
の
向
上
を
図

ろ
う
と
す
る
、
こ
の

新
規
事
業
の
目
的
は
。
今
後
、

本
事
業
の
目
的
を
高
め
る
た

め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

を
行
う
考
え
は
。

英
語
能
力
を
高
め
、

英
語
で
課
題
に
取
り

組
み
、
提
案
力
を
身
に
付
け

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育

て
た
い
。

　

中
学
生
に
よ
る
、
外
国
人

へ
の
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
に
発

展
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

る
。

交
流
を
通
じ
て
様
々

な
効
果
が
期
待
で
き

る
事
業
で
あ
る
が
、
参
加
者

が
費
用
を
全
額
負
担
す
る
。

事
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
費
用
の
一
部
を
助
成
で

き
な
い
か
。

川
崎
市
の
小
学
生
が

涌
谷
町
で
体
験
学
習

を
行
う
事
業
で
あ
り
、
史
跡

め
ぐ
り
や
箟
峯
寺
で
の
座
禅

体
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

少
子
化
の
影
響
も
あ

り
、
部
活
動
の
部
員

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
昨
今
の
現
状
を
考
え
、

部
活
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
一
体
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

地
域
の
方
々
と
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
地
域
の
融
和
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

答 問

杉
浦
　
謙
一
　
委
員

健
康
課

不
妊
治
療
助
成

　
　
　
　

町
内
の
実
績
は

答 問

竹
中
　
弘
光
　
委
員

企
画
財
政
課

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

今
後
の
考
え
は

鈴
木
　
英
雅
　
委
員

大
泉
　
治
　
委
員

後
藤
　
洋
一
　
委
員

遠
藤
　
釈
雄
　
委
員

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
課

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　

詳
細
は

川
崎
市
ふ
れ
あ
い

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
　

参
加
費
用
の
補
助
を

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

今
後
の
考
え
は

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

　
　
　

実
施
の
ね
ら
い
は

答

答答

答

問問

問

問※
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
と
は
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
う

非
営
利
の
活
動
組
織
の
こ
と
。

　

涌
谷
町
で
は
、
平
成
29
年
４

月
に
町
が
主
体
と
な
っ
て
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
設
立
し
て
お
り
、
現
在
は
２

種
目
（
ヨ
ガ
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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予

算

審

査

総
合
計
画
で
は
若
者

向
け
公
営
住
宅
建
設

の
検
討
と
あ
る
が
、
ど
う
検

討
し
て
き
た
の
か
。

庁
舎
内
の
関
係
課
と

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

30
年
度
は
公
営
住
宅
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
す
る
。
今

後
、
現
況
確
認
や
住
民
の
意

向
を
確
認
し
て
計
画
し
て
い

く
。

本
町
に
移
住
定
住
す

る
に
は
、
多
く
の
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

申
請
の
簡
素
化
が
必
要
と
思

う
が
。

定
住
支
援
と
結
婚
新

生
活
支
援
の
２
つ
の

事
業
が
あ
る
が
、
事
業
名
を

統
一
し
、
１
枚
の
申
請
書
で

申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

城
山
公
園
の
ト
イ
レ

清
掃
の
頻
度
は
。

桜
ま
つ
り
の
時
期
は

毎
日
だ
が
、
通
常
は

週
２
日
と
し
て
い
る
。

　

委
託
業
者
と
巡
回
の
回
数

を
検
討
し
、
清
掃
に
努
め
て

い
く
。

石
仏
公
園
内
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
飲
食

の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

が
、
近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い

の
を
不
便
に
感
じ
て
い
る
方

が
多
い
。
町
民
の
要
望
の
高

い
、
ト
イ
レ
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。前

向
き
に
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

園
芸
特
産
重
点
強
化

整
備
事
業
補
助
金
の

予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
な
い
。

事
業
の
周
知
努
力
不
足
で
は
。

今
回
は
申
請
が
な

か
っ
た
。

　

広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て

て
い
く
。 評

価
の
高
い
系
統
雌

牛
郡
（
第
２
横
利
系
）

の
保
留
を
進
め
、
次
回
の
鹿
児

島
大
会
に
向
け
て
、
入
賞
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

現
在
開
拓
中
の
優
秀

な
種
雄
牛
を
地
域
に

と
ど
め
る
よ
う
、
対
策
を
持
つ

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

きれいになったバーベキュースペース　トイレがあると町外にもPRしやすい

答 問

久
　
　
　
勉
　
委
員

建
設
課

若
者
向
け
公
営
住
宅

　
　
　

建
設
し
な
い
の
か

鈴
木
　
英
雅
　
委
員

杉
浦
　
謙
一
　
委
員

大
友
　
啓
一
　
委
員

佐
々
木
み
さ
子
　
委
員

後
藤
　
洋
一
　
委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

農
林
振
興
課

移
住
定
住
者
増
へ

　

申
請
手
続
き
一
元
化
を

公
衆
ト
イ
レ

　
　
　
　

清
掃
こ
ま
め
に

石
仏
公
園
に

　
　
　

ト
イ
レ
の
設
置
を

事
業
費
の
有
効
活
用

　
　
　
　

周
知
の
徹
底
を

和
牛
全
国
共
進
会

　
　

町
内
か
ら
入
賞
牛
を

答答

答

答 答

問問

問

問 問
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予

算

審

査

町
が
目
指
す
地
域
包

括
ケ
ア
は
地
域
医
療

の
実
践
が
要
と
な
る
。
町
民

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ

ま
で
、
医
師
や
健
康
推
進
員

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
医
療

の
浸
透
に
努
め
、
病
院
へ
の

求
心
力
を
高
め
て
き
た
。
新

管
理
者
に
は
地
域
医
療
の
実

践
を
念
頭
に
、
病
院
管
理
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

新
管
理
者
は
地
域
医

療
に
詳
し
い
。
涌
谷

町
国
保
病
院
の
運
営
理
念
を

さ
ら
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

今
後
の
病
院
管
理
を
お
願
い

す
る
。

在
宅
支
援
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

利
用
者
数
が
伸
び
て
い
な
い
。

訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。

周
知
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
管

理
者
自
ら
が
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。

賛成 反対大泉　治　議員 稲葉　定　議員

平成30年度予算　討論

　少子化対策・定住人口の獲得・人口減少社会へ
の適応に特に重点をおいた内容となっており、大
橋町長の「活力のある涌谷町」をめざした施策が
随所に見られる。
　子育て施策では、保育所及び幼稚園の負担軽減
策が、父兄や職員の負担軽減にとどまらず、待機
児童の解消にもつながっている。これは、行政の
使命である平等なサービスを基本に、幼児の保育
と教育という本来の機能に立ち返った職員の考え
方が効をなした結果と考えられ、その努力を大き
く評価したい。また、住民は行政に求めるだけで
なく、自らそのような意識を持てるように理解し
てもらう努力が大切と考える。
　移住・定住策においては、様々な補助金制度を
網羅した「わくや新生活応援補助金」の創設。川
崎市ふれあいサマーキャンプの受け入れ。他市町
村にはみられない「金のいぶき」によるブランド
米創出事業など、沢山の新規事業が取り入れられ
ている。
　財政的には、大崎広域事務組合への負担金が大
きく、今後は注視していかなければならない中
で、事業進行にあたってはスクラップアンドビル
ドの考え方をこれまで以上に浸透させ、工夫に工
夫を重ね限られた財政の中で、職員の努力によっ
て最大の効果が生まれることを期待して賛成討論
とする。

　歳入のなかで、地域振興公社への貸付金が予算
計上されていないのはどうしてか質疑した際、現
金主義だからとの答弁があった。
　財産売り払い収入は計上しており、整合性が取
れないと考える。
　このことから、予算書そのものに対する信頼性
に問題が生じる。よって、この予算書で審議した
平成３０年度予算案は正当性に揺らぎが出てしま
うので反対する。

事務所は町民医療福祉センター内にあります

答

答

問

問

特
別
会
計

遠
藤
　
釈
雄
　
委
員

佐
々
木
敏
雄
　
委
員

国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
会
計

今
後
の
病
院
運
営

　
　

地
域
医
療
の
実
践
を

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

周
知
は
十
分
か

３月会議採決状況
　○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

件　　名

竹
中　

弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉　
　

定

大
友　

啓
一

只
野　
　

順

後
藤　

洋
一

久　
　
　

勉

杉
浦　

謙
一

門
田　

善
則

大
泉　
　

治

鈴
木　

英
雅

遠
藤　

釈
雄

平成30年度
涌谷町一般
会計予算

××〇×〇〇〇〇〇〇〇〇
議　

長
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議

案

審

議

３月会議

議案
審議

議
案
第
４
号

涌
谷
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要

な
事
項
並
び
に
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
町

が
実
施
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　

訪
問
介
護
回
数
に
制
限
が

定
め
ら
れ
、
超
過
時
に
は
市

町
村
へ
届
け
出
が
必
要
と
な

る
、
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ

る
。

訪
問
介
護
利
用
制
限

　
　
　

回
数
超
過
の
場
合
は

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
回

数
を
超
過
す
る
場
合
、

何
を
基
準
に
判
断
す
る
の
か
。

利
用
者
の
生
活
実
態

な
ど
を
地
域
ケ
ア
会

議
で
審
査
し
、
介
護
保
険
に

該
当
す
る
か
速
や
か
に
結
論

を
出
す
。

議
案
第
14
号

涌
谷
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
（
第
７
期
）
の
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
。

　

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
議
案
21
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

　

町
の
歴
史
文
化
を
次
代
に
継
承
す
る
目
的
で
、
涌
谷
町
歴

史
文
化
基
金
条
例
を
制
定
。

　

涌
谷
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
第
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
を
月
額
６
０
０
０
円
（
基
準
額
）
に
。

議
案
第
３
号

涌
谷
町
歴
史
文
化
基
金
条
例

　

涌
谷
町
に
育
ま
れ
て
き
た

固
有
の
歴
史
文
化
を
顕
彰
し
、

次
代
に
継
承
し
な
が
ら
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

基
金
と
し
て
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

文
化
財
の
修
復
は
計
画
的
に

文
化
財
の
修
復
に
つ

い
て
、
年
次
計
画
を

立
て
て
わ
か
り
や
す
く
行
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

文
化
財
保
護
委
員
会

か
ら
も
意
見
を
い
た

だ
き
、
年
次
計
画
を
立
て
て

進
め
て
い
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
く
。

反
対
討
論

　

３
年
前
の
改
正
で
も
保
険

料
は
増
額
さ
れ
た
。
今
回
の

増
額
に
よ
り
、
当
時
と
比
較

す
る
と
保
険
料
が
１
・
５
倍

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、

値
上
げ
を
抑
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

こ
の
間
、
介
護
保
険
は
要

介
護
者
の
保
険
給
付
が
外
さ

れ
、
要
支
援
１
・
２
と
認
定

さ
れ
た
方
の
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
が
給
付
か
ら
外
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
居
基
準
が
要
介
護

３
以
上
へ
限
定
さ
れ
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て

も
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
一

定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の

利
用
料
が
２
割
負
担
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
、
今
年
８
月
か

ら
は
３
割
負
担
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

　

必
要
と
す
る
介
護
が
保
障

さ
れ
る
制
度
に
な
る
よ
う
期

待
し
、
反
対
す
る
。

答

答 問

問

人
事
案
件
に
同
意

髙
　
橋
　
洋
　
雄 

氏

齋
　
藤
　
正
　
俊 

氏

村
　
上
　
和
　
郎 

氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

３月会議採決状況　○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

介護保険料　第６期と第７期の比較

件　　　名

竹
中　

弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉　
　

定

大
友　

啓
一

只
野　
　

順

後
藤　

洋
一

久　
　
　

勉

杉
浦　

謙
一

門
田　

善
則

大
泉　
　

治

鈴
木　

英
雅

遠
藤　

釈
雄

涌谷町介護保険条例の

一部を改正する条例
○○○○○○○○×○○○

議　

長

主
な
質
疑

主
な
質
疑

基準額
（月額）

比　較
（第７期－第６期）

第６期 ５２００円 －

第７期 ６０００円 ８００円増

杉
浦
　
謙
一
議
員



第193号

平成30年5月15日発行

議 だ会 よ り
(11)

補

正

予

算

平成29年度

補正
予算

こ
れ
ま
で
は
繰
り
入

れ
は
12
月
だ
っ
た
が

な
ぜ
こ
の
時
期
に
な
っ
た
の

か
。

財
政
当
局
と
協
議
を

行
い
、
最
終
的
に
、

29
年
度
の
決
算
見
込
み
が
で

き
る
だ
け
正
確
に
見
込
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
と
い
う

方
針
の
も
と
、
３
月
補
正
に

し
た
。

内
部
の
各
部
門
の
職

員
と
よ
く
話
し
合
い

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
を
き
ち

ん
と
新
し
い
事
業
管
理
者
に

伝
え
、
改
革
プ
ラ
ン
の
数
字

に
近
づ
け
る
よ
う
な
努
力
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

改
革
プ
ラ
ン
の
ハ
ー

ド
ル
は
非
常
に
高
い

も
の
が
あ
る
。

　

た
だ
、
高
い
か
ら
で
き
な

い
で
は
な
く
、
き
ち
っ
と
認

識
を
一
新
し
な
が
ら
、
目
標

達
成
に
向
け
努
力
す
る
こ
と

が
公
営
企
業
会
計
の
宿
命
で

あ
る
。
新
し
い
事
業
管
理
者

と
相
談
を
し
な
が
ら
、
何
を

ど
う
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
一
つ
ひ
と
つ

積
み
上
げ
た
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。在

宅
で
の
ケ
ア
に
向

け
て
、
病
院
の
方
向

転
換
を
徐
々
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の

で
、
十
分
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

医
療
連
携
室
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
３
名
配
置
し
て

お
り
、
各
病
棟
に
お
い
て
も
、

入
院
退
院
調
整
担
当
の
人
員

を
３
名
ず
つ
配
置
し
た
体
制

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

と
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。

　

一
般
会
計
始
め
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
10
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
。

　

年
度
内
に
事
業
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
件
総
額
５
９
５
５
万
円
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
見
込
み
よ
り
伸
び
ず
歳
入
減
。

計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
い
け
ば
、
繰
り

越
し
を
し
な
く
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
原
因
は
あ
る

の
か
。

事
業
に
着
手
す
る
ま

で
に
、
関
係
地
権
者

と
の
交
渉
や
詳
細
な
設
計
内

容
を
詰
め
て
い
く
と
、
ど
う

し
て
も
工
事
発
注
ま
で
に
時

間
を
要
す
る
。

町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
返
礼
品
を
工
夫

す
る
の
も
い
い
が
、
町
外
在

住
の
職
員
か
ら
の
協
力
は
も

ら
え
な
い
の
か
。

あ
く
ま
で
も
寄
附
で

あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら

強
い
働
き
か
け
は
で
き
な
い

が
、
町
外
か
ら
来
て
い
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

寄
附
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
は
ど
う

い
っ
た
活
動
を
行
っ

た
の
か
。涌

谷
町
の
資
源
を
活

用
し
た
わ
く
わ
く
涌

谷
発
見
ツ
ア
ー
は
、
涌
谷
町

内
の
生
産
者
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
町
内
外
か
ら

参
加
者
を
募
り
、
町
の
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
そ
の

ほ
か
、
涌
谷
町
の
金
の
い
ぶ

き
を
使
っ
た
甘
麹
や
、
※
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
も
研
究

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

答答

答

答

答

答

問

問

問問

問

問

国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

　
　
　
　
　

な
ぜ
３
月
に

改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
数
値

　
　
　
　

達
成
に
向
け
て

病
院
の
方
向
転
換

　
　
　
　
　
　

必
要
で
は

繰
越
明
許
費

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　

繰
り
越
し
の
原
因
は

ふ
る
さ
と
納
税

町
外
の
職
員
か
ら
も
協
力
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊

一
般
会
計

歳
　
入

歳
　
出

※
「
埋
蔵
金
ア
イ
ス
ー
黄
金
花

咲
く
伝
説
ー
」
を
５
月
３
日
に

発
売
し
ま
し
た
。

　

天
平
ろ
ま
ん
館
、
わ
く
や
天

平
の
湯
で
購
入
が
可
能
で
す
。



　３月会議では、３月８日、９日に一般質問が
行われ、９人の議員が町政全般について質問を
しました。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内で
要約し、広報分科会委員が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。
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一

般

質

問

ズバリ

町
政
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

後藤　洋一 議員（13 ページ）
　1　「住みたい」、「住んでみたい」、と思う魅力ある
　　まちづくりについて問う

只野　　順 議員（14 ページ）
　1　安全・安心のまちづくりについて

竹中　弘光 議員（15 ページ）
　1　町営住宅の整備・改修について

久　　　勉 議員（16 ページ）
　1　涌谷町の教育行政のあるべき姿は

門田　善則 議員（17 ページ）
　1　学力向上の取り組みについて

稲葉　　定 議員（21 ページ）
　1　涌谷町の農業政策を問う

杉浦　謙一 議員（18 ページ）
　1　障害者総合支援法による意思疎通支援策について問う
　2　放射能汚染廃棄物の安全な保管の考えは

大友　啓一 議員（19 ページ）
　1　健康パークの整備が必要と思うが今後の計画を問う
　2　小・中学生のネット依存防止について

佐々木敏雄 議員（20 ページ）
　1　地域包括ケアシステムの構築と病院の方向性について問う
　2　まちづくりと農業振興地域整備（農振）計画の考えにつ
　　　いて問う

涌谷町ホームページ URL
（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）
一般質問動画配信ページ　QR コード
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町
長
は
「
ま
ち
づ
く

り
復
活
」
を
掲
げ
て

い
る
。
就
任
か
ら
約
２
年
半

が
経
過
し
、
現
在
の
ま
ち
な

か
の
状
況
を
見
て
、
ど
う
思

う
の
か
、
今
後
の
施
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

平
成
11
年
に
、「
中

心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
計

画
的
に
土
地
利
用
の
推
進
を

図
っ
て
き
た
が
、
町
の
市
街

地
は
幹
線
道
路
沿
道
へ
の
大

型
店
や
企
業
の
立
地
な
ど
外

延
化
が
進
む
一
方
で
、
中
心

市
街
地
は
空
き
店
舗
が
目
立

つ
な
ど
、
空
洞
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

今
後
は
、
中
心
市
街
地
の

再
生
に
向
け
て
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
県
が
平
成
30
年
度
に
策

定
を
予
定
し
て
い
る
「
大
崎

広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
町
の
計
画
の
見
直
し

を
含
め
た
市
街
地
の
計
画
的

な
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

 

空
き
家
・
空
き
地
の

適
正
な
管
理
を
進
め

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
応
策
が
必
要
と
考
え
る
か
。

管
理
不
全
な
空
き

家
・
空
き
地
に
対

し
て
は
、「
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
い
た
管

理
依
頼
を
所
有
者
に
対
し
て

通
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
不
全
の
空
き

家
・
空
き
地
の
所
有
者
は
、

町
外
在
住
の
方
が
多
く
、
通

知
を
受
け
て
初
め
て
管
理
が

必
要
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
問
題
解
決
に
向

け
て
適
正
な
管
理
を
し
て
も

ら
う
よ
う
、
今
後
も
依
頼
し

て
い
く
。

 

「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
う
若
者
向
け
低

所
得
者
住
宅
に
つ
い
て
、
現

在
、
政
策
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
一
本
柳
・
淡
島
町
営
住

宅
を
早
急
に
建
て
替
え
で
き

な
い
か
。

各
種
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
、
若

い
人
が
住
ん
で
み
た
い
と
思

う
よ
う
な
、
定
住
・
移
住
も

含
め
た
住
宅
政
策
を
関
係
課

と
連
携
の
も
と
検
討
し
、
建

て
替
え
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。

一

般

質

問

後藤洋一 議員

まちづくり復活のための施策は

市街地の計画的な整備促進を図る

問問

問

答

問

町
長

町
長

町
長

町一番のにぎわい通り　お祭りシーズン以外はひと通りもまばら
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東
日
本
大
震
災
か
ら

７
年
に
な
る
。
涌
谷

町
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

町
民
の
安
全
安
心
は
地
域
防

災
力
で
守
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
団
員
の
減
少

で
防
災
力
が
低
下
し
て
き
て

お
り
、
団
員
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
町
は
実
情

に
合
わ
せ
て
定
数
を
３
０
０

人
に
減
ら
し
た
中
で
、
団
員

確
保
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
あ
る
の
か
。

防
火
査
察
な

ど
の
事
業
の

際
に
、
行
政
区
長
さ
ん
や
自

治
会
長
さ
ん
に
も
、
団
員
募

集
の
声
が
け
を
し
て
団
員
確

保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

会
社
勤
め
の
団
員
が
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
年
間
事

業
量
が
多
い
こ
と
も
要
因
と

思
わ
れ
る
の
で
、
機
能
別
消

防
団
員
制
度
の
導
入
や
、
団

員
が
消
防
活
動
に
参
加
し
や

す
い
環
境
を
検
討
し
て
い
く
。

世
話
係
会
へ
町
の
支

援
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
平
日
日
中
の
火
災
に
対

応
を
行
う
班
を
役
場
内
に
作

れ
な
い
か
。
女
性
団
員
の
確

保
と
活
用
は
。

世
話
係
会
運

営
費
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

適
切
に
支
援
を
し
て
い
く
。

　

日
中
の
消
防
団
員
の
数
を

把
握
し
、
状
況
に
よ
っ
て
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
10
人
の
女
性
団

員
が
い
る
が
、
式
典
や
各
種

行
事
、
広
報
活
動
が
中
心
で

あ
る
。
活
動
内
容
を
消
防
団

幹
部
の
方
々
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
る
。

防
災
無
線
の
運
用
と
、

難
聴
地
域
の
解
消
は
。

難
聴
解
消
の

経
費
に
２
０

０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る
た
め
、

よ
り
安
価
な
個
別
無
線
機
な

ど
の
検
討
を
し
て
い
る
。
費

用
面
で
国
の
制
度
活
用
等
が

で
き
な
い
か
考
慮
す
る
。

防
災
に
対
す
る
決
意

と
団
員
の
確
保
を
再

度
聴
く
。

団
員
に
過
重
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
体
が
空
く
と
き
を
利

用
し
な
が
ら
予
防
活
動
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。

一

般

質

問

只野　順 議員

防災への決意と団員の確保は

過重な負担とならないよう予防活動に
努めてもらう

問問

問問

答

問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

地域の防災活動は消防団員が要　町をあげて団員の確保を
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淡
島
住
宅
と
一
本
柳

住
宅
の
統
合
の
考
え

は
な
い
の
か
。
入
居
者
か
ら

老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
。

建
設
等
の
計
画
を

立
て
た
上
で
、
住

宅
の
集
約
や
適
地
へ
の
住
宅

建
設
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

　

統
合
と
な
る
と
、
建
物
・

設
備
の
改
修
や
現
在
の
入
居

者
の
引
っ
越
し
な
ど
多
く
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
。
現
在
地
は
公
共
下
水
道

の
区
域
外
と
な
っ
て
お
り
、

買
物
先
へ
の
利
便
性
を
含
め
、

中
心
部
へ
の
移
転
な
ど
を
考

慮
し
、
最
も
有
効
な
町
営
住

宅
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。

涌
谷
町
の
単
独
事
業

と
し
て
、
一
戸
建
て

住
宅
の
建
設
は
で
き
な
い
か
。

所
得
制
限
が
な
く
入
居
者
を

募
集
す
れ
ば
、
企
業
誘
致
で

の
従
業
員
の
受
け
皿
と
考
え

る
が
。

各
種
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が

ら
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど

も
含
め
、
定
住
・
移
住
を
視

野
に
入
れ
た
住
宅
政
策
を
関

係
課
連
携
の
も
と
検
討
し
、

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

一

般

質

問

竹中弘光 議員

町営住宅の統合の考えは

最も有効な活用方法を検討していく

問

問

答

問

町
長

町
長

町営住宅の老朽化は待ったなし　統合や建て替えの検討が必要
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涌
谷
の
教
育
へ
の
思

い
を
聴
く
。

中
学
校
の
教
諭
、

教
頭
、
指
導
主

事
、
高
校
の
校
長
と
経
験
し

た
中
で
、
教
員
の
仕
事
と
は
、

目
の
前
の
子
ど
も
を
何
と
か

し
よ
う
と
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

   
ま
だ
全
体
像
を
つ
か
ん
で

い
な
い
の
で
、
早
く
実
態
を

把
握
し
、
課
題
を
見
つ
け
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
特

に
、
特
別
活
動
で
は
涌
谷
中

学
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
涌

谷
第
一
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
一

方
で
、
学
力
は
低
下
傾
向
に

あ
り
、
早
急
に
対
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

   

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
育
成
と
確
実
な
学
力
の
保

障
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会

の
使
命
は
、
教
師
の
確
保
と

育
成
、
校
内
研
修
の
充
実
、

教
育
現
場
の
支
援
・
応
援
を

行
い
、
教
育
力
を
最
大
限
に

整
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

総
合
計
画
と
教
育
計

画
、
新
年
度
の
重
点

施
策
の
項
目
の
整
合
性
が
取

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
例
年

作
成
し
て
い
る
教
育
委
員
会

の
活
動
状
況
の
点
検
・
評
価

の
結
果
が
、
次
年
度
の
施
策

に
ど
う
活
か
さ
れ
、
工
夫
さ

れ
て
い
る
か
、
わ
か
り
や
す

く
す
る
よ
う
改
善
を
求
め
る
。

　

先
生
方
が
誇
り
と
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
き
、
子
ど
も

た
ち
は
伸
び
伸
び
と
学
び
遊

び
、
保
護
者
は
安
心
し
て
預

け
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
づ

く
り
を
期
待
す
る
。

し
っ
か
り
と
点

検
を
行
い
、
次

年
度
の
計
画
に
結
び
つ
け
た

い
。
ま
た
、
30
年
度
は
校
長

が
３
名
替
わ
る
の
で
、
連
携

を
取
り
、
計
画
に
基
づ
き
実

行
し
て
い
く
。

一

般

質

問

久　　勉 議員

教育行政のあるべき姿は

現場の教育力を最大限に生かしていく
体制を整える

問

問

問

教
育
長

教
育
長

これからのまちづくりの担い手は子どもたち　笑顔があふれる町に

答
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※
全
国
学
力
テ
ス
ト

か
ら
見
る
涌
谷
町
の

状
況
は
。

今
年
度
の
状
況

は
、
小
学
校
国

語
に
つ
い
て
は
県
平
均
を
や

や
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
小
学
校
算
数
、
中
学
校

国
語
、
数
学
に
つ
い
て
は
、

全
て
県
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
下
位
層
が

多
く
上
位
層
が
少
な
い
た
め

で
、
全
体
の
平
均
を
押
し
下

げ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
る
。

深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て
は
。

学
校
と
十
分
に

協
議
を
行
い
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

み
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
指
導
す
る

先
生
方
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や

児
童
・
生
徒
の
学
習
す
る
習

慣
・
生
活
習
慣
の
重
要
性
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
家
庭

と
も
協
力
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
と
し
て

学
力
向
上
に
向
け
て

検
討
委
員
会
な
ど
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。
仙
台
市
の
例

が
あ
る
。

今
後
、
教
育
委

員
の
方
々
と
相

談
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

民
間
の
学
習
方
法
を

取
り
入
れ
、
学
力
向

上
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

仙
南
の
地
域
で

そ
う
い
っ
た
経

験
は
あ
る
。
し
か
し
、
委
員

会
と
し
て
押
し
つ
け
は
し
な

い
。

一

般

質

問

門田善則 議員

学力向上の取り組みは

家庭と連携し、学習習慣を身につける

問

問

問

問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

涌谷の子どもたちの可能性を広げるには、町・学校・家庭の連携が必要

答

※
全
国
学
力
テ
ス
ト

・
小
学
校
国
語
、
算
数

・
中
学
校
国
語
、
数
学

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
問
題
と
Ｂ
問
題

が
あ
り
、
Ａ
問
題
は
知
識
に

関
す
る
問
題
、
Ｂ
問
題
は
活

用
に
関
す
る
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
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障
害
者
に
対
す
る
支

援
で
は
、
市
町
村
が

実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事

業
の
必
須
事
業
と
し
て
、
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
養

成
な
ど
の
事
業
を
追
加
し
て

い
る
。
当
町
で
の
養
成
の
考

え
は
。

大
崎
１
市
４
町
合

同
で
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、

昨
年
度
も
、
涌
谷
町
で
は
２

名
が
修
了
し
た
。

手
話
ま
た
は
文
字
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
々
の
た

め
に
、
町
主
催
の
行
事
で
も
、

み
や
ぎ
通
訳
派
遣
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

昨
年
の
敬
老
会
に

お
い
て
、
み
や
ぎ

通
訳
派
遣
セ
ン
タ
ー
か
ら
手

話
通
訳
を
行
っ
た
実
績
が
あ

る
。
今
後
も
町
主
催
行
事
で

需
要
が
あ
る
場
合
に
は
積
極

的
に
利
用
し
て
い
き
た
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
は
、
セ
ン
サ
ー
が

入
っ
た
箱
が
厚
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
土
台
の
上
の
鉄
板
の

上
に
置
か
れ
、
真
下
の
地
面

か
ら
の
放
射
線
が
何
重
に
も

遮
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
福
島
で
は
、
サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
ー
の
線
量
と
比
較

し
て
み
る
と
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
数
値
は
半
分
に

し
か
な
ら
な
か
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
設
置
し
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
役
割

は
ど
ん
な
も
の
か
。

説
明
会
で
は
、
不

安
視
す
る
声
が
多

く
あ
っ
た
。
混
焼
の
実
施
時

に
は
、
安
心
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境

省
で
常
時
監
視
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
設
置
し
た
。

他
市
町
の
安
全
な
保

管
を
視
察
す
べ
き
で

は
な
い
か
。実

際
に
現
況
を
見

に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

一

般

質

問

杉浦謙一 議員

意思疎通支援者の活用を

放
射
能
汚
染
廃
棄
物

安
全
な
保
管
状
況
を
視
察
す
べ
き
で
は

需要があれば積極的に利用していく

他
市
町
へ
現
況
を
見
に
行
き
た
い

問

問 町
長

町
長

問

問

答

問

問

町
長

町
長

さまざまな人に配慮したやさしいまちづくりを

毎日休まず測定中

答
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健
康
パ
ー
ク
の
吊
り

橋
を
含
め
、
管
理
・

整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

吊
り
橋
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
に

よ
っ
て
使
用
で
き
な
い
状
態

で
あ
り
、
修
繕
等
の
工
事
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

費
用
的
に
も
大
き
い
負
担
と

な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
こ

と
も
考
え
、
撤
去
の
方
向
性

で
検
討
し
て
い
く
。

健
康
パ
ー
ク
内
に
あ

る
貯
水
池
は
常
に
枯

渇
し
て
い
る
が
、
利
活
用
の

計
画
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

地
域
振
興
公
社
が
社
団
法
人

に
変
わ
っ
た
機
会
に
、
町
の

目
玉
と
な
る
よ
う
に
年
次
計

画
を
立
て
て
整
備
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

貯
水
池
に
つ
い
て

は
、
景
観
も
考
慮

し
、
湿
地
を
好
む
植
物
の
定

植
な
ど
も
含
め
て
、
本
来
の

目
的
に
沿
っ
た
形
で
天
平
の

湯
な
ど
と
一
体
的
に
進
め
て

い
く
。

ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用

が
長
い
ほ
ど
体
へ
の

影
響
を
感
じ
る
生
徒
が
多
く

な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

学
力
低
下
に
も
結
び
つ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
町
内
の
小･

中
学
校
の

調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

文
部
科
学
省
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や

東
北
大
学
の
教
授
ら
で
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
が
学

校
の
成
績
に
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お

い
て
は
、
全
国
学
力
調
査
の

際
に
生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
、

い
じ
め
や
事
件
な
ど

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な

指
導
と
防
止
対
策
は
。

学
齢
に
応
じ
た

質
の
高
い
情
報

モ
ラ
ル
教
育
を
実
施
す
る
た

め
、
警
察
と
通
信
事
業
者
が

相
互
の
専
門
性
を
生
か
し
た

安
全
利
用
教
室
を
実
施
し
な

が
ら
指
導
し
て
い
く
。
県
教

委
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て

問
題
視
し
て
お
り
、｢

考
え

る
・
話
し
合
う
リ
ー
フ
レ
ッ

ト｣

を
作
成
し
、
各
家
庭
に

配
布
し
て
啓
発
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

一

般

質

問

大友啓一 議員

健康パーク吊り橋　今後は

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ　

指
導
や
防
止
対
策
は

撤去の方向で検討していく

安
全
利
用
教
室
を
実
施
し
、

指
導
し
て
い
く

問

問

教
育
長

教
育
長

問

問

答

問

問

町
長

町
長

もう少し周辺の環境、景観に配慮を

答

※SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
インターネットを介してコミュニケーションを図ることができるサービスの総称。
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宮
城
県
地
域
医
療
構

想
や
医
療
整
備
計
画

で
は
、
２
０
２
５
年
に
涌
谷

町
で
介
護
施
設
が
足
り
ず
、

１
日
約
90
人
程
度
の
介
護
難

民
が
出
る
見
込
み
で
あ
る
。

対
応
は
。

 

開
設
以
来
行
っ
て

い
る
保
健
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を

密
に
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
す
る
。
近
隣

の
医
療
・
介
護
施
設
と
連
携

し
、切
れ
目
の
な
い
「
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

国
保
病
院
の
医
師
の

高
齢
化
や
退
職
が
目

の
前
に
迫
っ
て
い
る
が
、
医

師
ま
で
解
任
す
る
意
義
と
今

後
の
医
師
確
保
を
ど
う
す
る

の
か
。

医
師
確
保
に
は
苦

慮
し
て
い
る
。

　

地
道
に
各
方
面
へ
働
き
か

け
医
師
確
保
に
努
め
る
。

 

３
月
末
で
解
任
さ
れ

る
事
業
管
理
者
は
、

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
当

初
か
ら
30
猶
予
年
間
、
涌
谷

町
の
た
め
に
大
き
な
働
き
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

行
政
報
告
に
一
行
も
触
れ

て
い
な
い
が
、
町
の
代
表
者

と
し
て
、
管
理
者
に
対
し
て

の
思
い
や
感
謝
の
念
、
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が
あ
っ
て
然
る

べ
き
と
思
う
が
。

開
設
当
初
か
ら
の

貢
献
に
つ
い
て
は

評
価
し
て
い
る
。

農
振
（
農
業
振
興
地

域
整
備
）
計
画
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
を

阻
害
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

新
た
な
企
業
の
誘
致
も
大

切
だ
が
、
既
存
企
業
の
事
業

拡
大
や
規
模
拡
張
時
に
、
用

地
取
得
な
ど
の
支
援
策
（
農

用
地
区
域
の
除
外
を
含
め
）

を
速
や
か
に
差
し
伸
べ
る
こ

と
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
姿
勢

と
思
う
が
。

　

今
後
の
「
農
振
計
画
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
構
想
を

ど
う
調
整
し
た
か
。

住
宅
地
は
市
街
地

に
連
な
る
地
域
や

農
業
上
の
利
用
が
困
難
な
地

域
な
ど
を
設
定
し
て
い
る
。

人
口
の
定
住
化
を
図
る
た
め

生
活
環
境
や
商
工
業
地
域
の

整
備
を
推
進
し
、
農
林
業
と

の
調
和
を
図
り
、
健
全
で
機

能
的
な
町
の
将
来
像
を
描
い

て
い
く
。

一

般

質

問

佐々木敏雄 議員

介護施設サービス不足の対応は

ま
ち
づ
く
り
と

　

農
振
計
画
に
つ
い
て
問
う

切れ目のないサービスが
　　　受けられるよう支援する

健
全
で
機
能
的
な
町
の

　

将
来
像
を
描
い
て
い
く

問町
長

問問

問

答

問

問

町
長

町
長

町
長

農振計画とまちづくり　バランスのとれた機能的なまちに

姉妹友好都市デンマーク王国ソロ―市長と親書を
交わした青沼前事業管理者（2008年 10月）

答
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地
場
産
品
を
育
て
る

の
に
は
、
今
後
、
再

統
合
す
る
Ｊ
Ａ
で
は
頼
り
に

な
ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

町
に
も
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

合
併
自
体
は
Ｊ
Ａ

の
こ
と
で
あ
り
推

移
を
見
守
る
が
、
話
し
合
い

は
継
続
し
て
い
く
。
地
場
産

品
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な

い
。「
金
の
い
ぶ
き
」
な
ど

を
各
機
関
と
協
力
し
て
作
っ

て
い
く
。新

Ｊ
Ａ
は
小
規
模
農

家
、
零
細
農
家
を
切

り
捨
て
る
心
配
も
あ
る
中
、

定
年
帰
農
や
農
村
移
住
者
な

ど
を
支
援
す
る
取
り
組
み
は

し
な
い
の
か
。

 

特
定
園
芸
作
物
に

対
し
て
交
付
金
を

設
定
し
て
お
り
、
農
地
利
用

を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

農
業
共
済
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
、
収
入

保
険
が
平
成
31
年
度
か
ら
始

ま
る
。
要
件
で
あ
る
青
色
申

告
の
記
帳
指
導
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

記
帳
指
導
は
Ｊ
Ａ

で
行
っ
て
お
り
、

町
で
は
取
り
組
む
考
え
は
な

い
。

 

水
稲
共
済
の
任
意
加

入
移
行
に
伴
い
、
無

保
険
農
家
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
町
の
対
応
は
。

 

収
入
保
険
や
他
の

制
度
な
ど
、
有
利

な
制
度
活
用
と
な
る
よ
う
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
協
力
し
て
い
く
。

一

般

質

問

稲葉　定 議員

ＪＡの合併　町の対応は

話し合いを持って事業を進めていく

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

JA合併の影響は未知数　町は農業と農家を支援する対策を

答
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視
察
地

視
察
研
修
内
容

（
１
）
議
会
報
告
会
の
政
策

提
言
へ
の
活
用

（
２
）
議
会
改
革
の
検
証

　

平
成
21
年
か
ら
議
会
報
告

会
を
開
催

現
状

・
対
面
型
の
町
政
報
告
会
と

変
わ
り
な
く
、
行
政
や
議
会

に
対
す
る
要
望
、
不
満
の
意

見
が
多
い

・
参
加
者
が
限
ら
れ
た
人
ば

か
り
で
集
ま
り
が
悪
い

課
題

　

も
っ
と
町
民
の
意
見
を
吸

い
上
げ
、
政
策
提
言
に
つ
な

げ
た
い

か
だ
っ
て
会
議

　

無
作
為
抽
出
の
市
民
と
議

員
が
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
外
部
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
司
会
・
進
行
者
）

進
行
の
も
と
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
話
し
合
い

を
行
う
。

し
ゃ
べ
り
場

　

開
催
希
望
団
体
な
ど
を
公

募
し
、
議
員
が
出
向
い
て
議

会
報
告
会
を
行
う
。
意
見
交

換
は
議
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
な
る
。

　

多
く
の
市
民
か
ら
意
見
を

聴
取
す
る
よ
う
取
り
組
み
、

集
約
し
た
意
見
を
政
策
形
成

し
、
執
行
部
に
提
言
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、

議
会
と
し
て
の
政
策
提
言
・

政
策
形
成
に
結
び
つ
け
る
。

そ
の
こ
と
が
、
議
員
個
々
の

資
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

目
指
す
べ
き
議
会
改
革
と
議

会
運
営
に
資
す
る
と
考
え
る
。

　

議
会
報
告
会
、
議
員
研
修
、

情
報
の
提
供
及
び
広
聴
に
関

す
る
事
項
な
ど
の
委
員
会
活

動
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

科
会
で
活
動
を
行
っ
た
。

①
広
報
分
科
会

・
議
会
広
報
誌
の
編
集
及
び

発
行

・
議
会
広
報
活
動
の
実
施

・
議
会
広
報
の
調
査
及
び
研

究②
広
聴
分
科
会　
　

・
広
聴
活
動
の
実
施

・
議
会
報
告
会
及
び
議
員
研

修
の
準
備

・
情
報
の
提
供
及
び
広
聴
に

関
す
る
事
項

・
議
会
報
告
会
（
懇
談
会
）

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

説
明
責
任
を
果
た
し
、
議
会

活
動
や
町
政
に
対
す
る
意

見
・
要
望
・
提
言
を
聴
取
す
る
。

・
議
員
の
資
質
及
び
政
策
立

案
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

議
員
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

議
会
報
告
会
（
懇
談
会
）

を
開
催
し
、
議
会
で
議
論
さ

れ
た
内
容
を
説
明
し
、
議
会

活
動
や
町
政
に
対
す
る
意

見
・
要
望
・
提
言
を
聴
取
し
、

執
行
部
に
照
会
す
る
と
と
も

に
政
策
提
言
を
行
っ
た
。
課

題
と
し
て
、「
参
加
者
の
増

加
策
や
年
代
の
偏
り
」、「
要

望
を
聴
く
だ
け
で
意
見
交
換

を
行
う
時
間
が
な
い
」
な
ど

が
あ
り
、
解
決
に
向
け
て
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
議
会
の
活
性
化
及

び
議
員
の
資
質
向
上
、
政
策

立
案
能
力
の
向
上
を
目
的
に

議
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

今
後
も
研
修
会
を
継
続
的
に

開
催
し
、
議
会
懇
談
会
の
あ

り
方
の
検
証
と
議
会
力
の
向

上
の
た
め
継
続
し
て
研
修
を

行
っ
て
い
く
。

委
員
会
報
告

常任委員会活動レポート
　議会では、本会議開催期間以外にも、各常任委員会や分科会、議会運営委員会で活動
を行っています。
　３月会議では、２月６日から７日に実施した議会運営委員会の行政視察研修報告と、
広報広聴常任委員会の中間報告が行われました。

視察
研修

中間
報告

議
会
運
営
委
員
会

岩
手
県
久
慈
市

久
慈
市
議
会
の
取
り
組
み

涌
谷
町
議
会
と
し
て

涌
谷
町
議
会
報
告
会
の

　
　
　
　

現
状
と
課
題

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
会
の

　
　
　
所
掌
事
項
の
内
容

委
員
会
活
動
の
目
的

活
動
の
結
果
及
び
意
見
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平
成
30
年
陳
情
第
１
号

「
災
害
公
営
住
宅(

復
興
公

営
住
宅
）」
家
賃
軽
減
な
ら

び
に
被
災
者
医
療
等
一
部
負

担
金
免
除
の
継
続
・
復
活
を

求
め
る
陳
情
書

陳
情
者

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興

支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー

　

網
島　

不
二
雄

審
査
の
結
果

　

配
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
陳
情
第
２
号

障
害
者
の
暮
ら
し
の
場
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

お
願
い

 　陳
情
者

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
全
国
連
絡
協
議
会

会
長

　

中
内　

福
茂

審
査
の
結
果

　

配
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
陳
情
第
３
号

「
給
与
所
得
等
に
係
る
市
町

村
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書

（
特
別
徴
収
義
務
者
用
）」
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
中
止
を

求
め
る
陳
情
書

陳
情
者

宮
城
県
保
険
医
協
会

理
事
長　

井
上　

博
之

審
査
の
結
果

　

配
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
陳
情
第
４
号

栗
原
市
の
放
射
性
廃
棄
物
処

理
の
隔
離
保
管
状
況
を
検
証

し
、
住
民
の
不
安
・
保
管
農
家

の
負
担
軽
減
を
最
優
先
す
る

一
括
保
管
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
者

放
射
能
汚
染
か
ら
天
平
の
郷さ

土と

を
守
る
涌
谷
の
会

共
同
代
表

　

櫻
井　

伸
孝　

ほ
か
１
名

審
査
の
結
果

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

同
意　

第
１
号

　

笠
間
元
道
前
教
育
長
の
退

任
に
伴
い
、
新
た
に
佐
々
木

一
彦
氏
を
教
育
委
員
会
教
育

長
に
任
命
し
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。

　

任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
と
な
る
平
成
31
年
11
月
28

日
ま
で
。

請
願
・
陳
情

皆
さ
ん
の
請
願･

陳
情

　

議
会
だ
よ
り
わ
く
や
№
１
９
２
の
議
会
懇
談
会

の
特
集
の
中
で
、
掲
載
す
る
べ
き
質
問
と
回
答
が

漏
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
改
め
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。

議　会
懇談会

１
月
第
２
回
会
議

　
　
　
（
１
月
15
日
開
催
）

質
問
要
旨

回　

答

一
般
会
計
・
特
別
会
計

企
業
会
計
（
病
院
会
計
）

賛
成
全
員
で
同
意

・
毎
年
「
広
報
わ
く
や
」
に
貸
借

対
照
表
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
真
実

を
表
し
て
い
る
の
か
。
本
体
と
な

る
固
定
資
産
（
構
築
物
・
車
両
運

搬
具
）
の
減
価
償
却
、
土
地
の
再

評
価
は
し
て
い
る
の
か
。

・
１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
期
に

買
っ
た
土
地
等
は
再
評
価
さ
れ
ず

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
黒
字
、

赤
字
と
い
う
の
は
、
本
来
あ
り
得

な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
で
は
、
国
の
基
準
に
基
づ
き

１
一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

官
庁
会
計
（
単
式
簿
記
・
現
金

主
義
会
計
）

２
公
営
企
業
会
計（
例
：
病
院
会
計
）

　

民
間
企
業
の
会
計
基
準
（
複
式

簿
記
・
発
生
主
義
）

２
種
類
の
会
計
区
分
に
よ
り
予
算

な
ど
の
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
毎
に

回
答
い
た
し
ま
す
。

　

庁
舎
な
ど
の
建
物
、
車
両
、
工

作
物
は
定
額
法
に
よ
っ
て
、
毎
年

減
価
償
却
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
の
固
定
資
産
台
帳
の
作
成
時
点

の
評
価
額
を
基
に
算
定
し
て
お
り
、

そ
の
後
に
取
得
し
た
土
地
は
取
得

価
格
、
無
償
で
取
得
し
た
土
地
は

固
定
資
産
評
価
額
を
基
に
算
定
し

た
額
に
よ
り
計
算
し
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
の
使
用
し
て
い
る
土
地
は
、

一
般
会
計
で
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

土
地
は
、
病
院
の
資
産
で
は
な
い

た
め
、
病
院
の
貸
借
対
照
表
に
は

載
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
建
物
に
つ

い
て
は
、
減
価
償
却
は
し
て
お
り

ま
す
が
、
再
評
価
は
義
務
で
は
な

い
た
め
、
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

改
修
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、
古

い
も
の
を
削
除
し
新
し
い
物
を
資

産
台
帳
に
載
せ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
適
切
に
管
理

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

涌
谷
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

３
月
会
議
で
答
弁
す
る

　
　

佐
々
木
一
彦　

新
教
育
長
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集
編

会
科
分
報
広
会
員
委
任
常
聴
広
報
広長

会
科
分

只

野

順

長
会
科
分
副

竹

中

弘

光

委

員

鈴

木

英

雅

委

員

稲

葉

定

委

員

木
々
佐

子
さ
み

委

員

木
々
佐

敏

雄

聴
傍
を
会
議

か
ん
せ
ま
し

は
会
例
定
の
回
次

旬
下
月
６

ろ
ご

す
で
定
予
催
開

問
質
般
一
と
程
日
い
し
詳

定
「
の
付
配
日
後、
は
容
内
の

ら
知
お
で
」
内
案
ご
の
会
例

役
は
所
場
。
す
ま
し
た
い
せ

舎
庁
西
場

2

し
詳
。
す
で
階

問
お
に
局
務
事
会
議
、
は
く

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い

☎
43

一般質問を
動画配信しています。
当議会では、議員ごとの一般
質問の内容を、涌谷町ホーム
ページで動画配信しています。
ぜひご覧ください。

議
会
だ
よ
り
わ
く
や

N
o.193

平
成
30年
5月
15日
発
行

発
　
　
　
行
／
涌
谷
町
議
会

編
　
　
　
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
広
報
分
科
会

発
行
責
任
者
／
涌
谷
町
議
会
議
長
　
遠
藤
釈
雄

〒
987‒0192　

宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町
字
新
町
裏
1
5
3‒2

TEL 0
2
2
9-4
3‒2
1
2
7
　
FA
X
 0
2
2
9-4
3‒3
0
0
2

E
-m
ail　

gikai@
tow

n.w
akuya.m

iyagi.jp

議会に皆さんのご意見をお寄せください。

Voice
右
か
ら

　
齋
藤
常
浩
さ
ん

　
　
　
瑞
樹
く
ん

　
　
　
祐
子
さ
ん

　
　
　
　（
下
小
塚
区
）

Ｑ　

あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

涌
谷
町
を
ど
う
い
う
町
に
し
た
い
で
す
か
。

Ｑ　

議
会
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

Ａ　
　

10
年
前
に
涌
谷
に
戻
り
実
家
の
農
業
を
継
い
で
、
酪

農
と
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
場
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

涌
谷
町
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
祭
・W

A
K
U
Y
O
S
A

舞
桜
」
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
今
年
も
「
み
ち
の

くY
O
S
A
K
O
I

ま
つ
り
」
に
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
予

定
で
す
。

Ａ　
　

都
会
に
比
べ
る
と
と
て
も
住
み
良
く
、
子
育
て
し
や

す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
生
活
し
、
仕
事
に
や

り
が
い
を
持
ち
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　
　
　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
涌
谷
の
歴

史
や
伝
統
文
化
、
自
然
や
産
業
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

い
、
た
と
え
涌
谷
か
ら
離
れ
て
も
、
ま
た
涌
谷
に
戻
り

た
い
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
涌
谷
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

涌
谷
町
は
と
て
も
住
み
よ
く
、
子
育
て
が
し
や
す
い
町
と

の
お
話
が
あ
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ず
っ
と
涌

谷
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ま

と
共
に
考
え
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
か
ら

Ａ　
　

子
育
て
・
教
育
・
産
業
・
ま
ち
づ
く
り
と
、
人
生
の

ス
テ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
関
わ
る
項
目
が
増
え
、
議
会

だ
よ
り
を
通
し
て
、
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
　
　

限
り
の
あ
る
予
算
で
す
が
、
将
来
へ
の
費
用
対
効
果

が
高
く
、
実
現
可
能
な
施
策
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

新
し
く
入
園
、
入
学
し
た
子

ど
も
た
ち
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

私
の
子
ど
も
の
頃
は
幼
稚

園
も
な
く
、
農
繁
期
の
一
時

託
児
所
が
開
設
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
あ
の
頃
を
思
い

返
す
と
、
今
の
子
ど
も
た
ち

の
方
が
は
き
は
き
し
た
返
事

や
表
現
が
で
き
、
時
代
の
う

つ
ろ
い
を
強
く
感
じ
ま
す
。

単
純
に
比
較
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
整
っ
て
き

た
環
境
を
精
一
杯
使
っ
て
、

の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
稲
葉　

定
）


